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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間の世界経済は、米国で景気回復が続き、欧州でも景気の緩やかな回復が続く一方、中

国では景気の緩やかな減速がみられました。日本経済は、一部に弱さがみられるものの、企業収益の改善など、景

気の緩やかな回復基調が続きました。

 このような状況の中、当第３四半期連結累計期間の当社グループの業績は、為替の影響などにより、売上高

3,421億42百万円（前年同期比2.7％増）、営業利益493億88百万円（前年同期比25.2％増）、経常利益510億24百万

円（前年同期比16.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益338億71百万円（前年同期比30.2％増）となりま

した。

 

セグメント別の状況は次のとおりです。

 

［セルロース事業部門］

 酢酸セルロースは、液晶表示向けフィルム用途が減少しましたが、その他用途の増加などにより、売上高は増加

いたしました。

 たばこフィルター用トウは、世界的な需要減速や中国市場での在庫調整の影響を受けたものの、販売数量が微増

となったことや為替の影響により、売上高は増加いたしました。

 当部門の売上高は、810億52百万円（前年同期比11.6％増）、営業利益は、234億92百万円（前年同期比19.8％

増）となりました。

 

［有機合成事業部門］

 主力製品の酢酸は、網干工場で２年に１度の定期修繕を実施したため販売数量が減少したことや、市況下落の影

響により、売上高は減少いたしました。

 酢酸誘導体および各種溶剤類などの汎用品は、電子材料分野や塗料用途などへの販売数量が減少し、売上高は減

少いたしました。

 カプロラクトン誘導体やエポキシ化合物などの機能品は、一部製品の販売が低調に推移しましたが、為替の影響

などにより、売上高は微増となりました。

 光学異性体分離カラムなどのキラル分離事業は、中国やインド向けなどのカラム販売が好調に推移したものの、

スポットの大口受託契約が終了したことなどにより、売上高は減少いたしました。

 当部門の売上高は、618億84百万円（前年同期比8.9％減）、営業利益は、84億36百万円（前年同期比19.8％増）

となりました。

 

［合成樹脂事業部門］

 ポリアセタール樹脂、ＰＢＴ樹脂、液晶ポリマーなどのエンジニアリングプラスチック事業は、中国経済の減速

や日系自動車メーカーの生産の伸びの鈍化、電子デバイス製品の販売低調などの影響を受けたものの、為替の影響

により、売上高は微減となりました。

 ＡＢＳ樹脂、エンプラアロイ樹脂を中心とした樹脂コンパウンド事業は、海外での販売増加や為替の影響があっ

たものの、国内の販売が低調に推移したことなどにより、売上高は減少いたしました。

 シート、成形容器、フィルムなどの樹脂加工事業は、シートの販売が減少し、売上高は減少いたしました。

 当部門の売上高は、1,239億31百万円（前年同期比3.1％減）、営業利益は、152億８百万円（前年同期比27.0％

増）となりました。

 

［火工品事業部門］

 自動車エアバッグ用インフレータ（ガス発生器）などの自動車安全部品事業は、インフレータ、イニシエータ

（インフレータの着火部品）の販売数量増加や為替の影響などにより、売上高は増加いたしました。

 発射薬、ミサイル構成部品、航空機搭乗員緊急脱出装置関連製品などの特機事業は、一部製品の防衛省による調

達数量増加により、売上高は増加いたしました。

 当部門の売上高は、705億75百万円（前年同期比16.4％増）、営業利益は、102億円（前年同期比32.9％増）とな

りました。
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［その他部門］

 水処理用分離膜モジュールなどのメンブレン事業は、医療用分野における販売時期の前倒しの影響などにより、

売上高は増加いたしました。

 運輸倉庫業など、その他の事業の売上高は増加いたしました。

 当部門の売上高は、46億97百万円（前年同期比16.0％増）、利益面では、営業損失46百万円（前年同期は営業損

失53百万円）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 資産、負債及び純資産の状況

 総資産は、主に受取手形及び売掛金、有形固定資産の増加などにより前連結会計年度末に比し107億50百万円増

加し5,760億82百万円となりました。

 負債は、主に長期借入金、未払法人税等の減少などにより前連結会計年度末に比し55億13百万円減少し、2,036

億41百万円となりました。

 また純資産は、3,724億41百万円となりました。純資産から非支配株主持分を引いた自己資本は、3,415億５百万

円となり自己資本比率は59.3％となりました。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）および「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離

等会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当

社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用と

して計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累

計期間および前連結会計年度については、四半期連結財務諸表および連結財務諸表の組替えを行っております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(４)、連結会計基準第44－５項(４)およ

び事業分離等会計基準第57－４項(４)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時

点から将来にわたって適用しております。

これによる損益に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 64,594 63,592 

受取手形及び売掛金 83,394 93,506 

有価証券 5,185 1,184 

たな卸資産 107,101 103,843 

その他 19,628 22,056 

貸倒引当金 △115 △112 

流動資産合計 279,788 284,070 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 50,048 48,873 

機械装置及び運搬具（純額） 62,300 62,375 

土地 27,793 27,474 

建設仮勘定 23,604 31,217 

その他（純額） 3,148 3,224 

有形固定資産合計 166,896 173,165 

無形固定資産    

のれん 4,919 4,179 

その他 8,315 7,955 

無形固定資産合計 13,234 12,134 

投資その他の資産    

投資有価証券 81,662 82,674 

その他 23,891 24,279 

貸倒引当金 △141 △242 

投資その他の資産合計 105,412 106,712 

固定資産合計 285,543 292,011 

資産合計 565,332 576,082 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 51,690 53,364 

短期借入金 13,481 13,511 

1年内返済予定の長期借入金 8,577 6,434 

未払法人税等 10,467 4,910 

修繕引当金 3,152 50 

その他 25,202 29,557 

流動負債合計 112,572 107,828 

固定負債    

社債 30,000 30,000 

長期借入金 34,896 32,131 

役員退職慰労引当金 79 83 

修繕引当金 46 784 

退職給付に係る負債 10,609 11,015 

資産除去債務 1,093 1,102 

その他 19,855 20,695 

固定負債合計 96,581 95,813 

負債合計 209,154 203,641 

純資産の部    

株主資本    

資本金 36,275 36,275 

資本剰余金 31,579 31,579 

利益剰余金 211,478 236,216 

自己株式 △6,385 △10,388 

株主資本合計 272,947 293,682 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 35,014 36,770 

繰延ヘッジ損益 △88 △61 

為替換算調整勘定 14,674 9,437 

退職給付に係る調整累計額 1,619 1,675 

その他の包括利益累計額合計 51,219 47,822 

非支配株主持分 32,010 30,935 

純資産合計 356,177 372,441 

負債純資産合計 565,332 576,082 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 333,067 342,142 

売上原価 246,254 240,957 

売上総利益 86,813 101,184 

販売費及び一般管理費 47,380 51,795 

営業利益 39,432 49,388 

営業外収益    

受取利息 324 394 

受取配当金 1,183 1,282 

持分法による投資利益 988 852 

為替差益 2,282 － 

その他 1,021 1,050 

営業外収益合計 5,800 3,579 

営業外費用    

支払利息 1,069 890 

為替差損 － 414 

その他 515 639 

営業外費用合計 1,585 1,943 

経常利益 43,648 51,024 

特別利益    

固定資産処分益 354 1,114 

投資有価証券売却益 － 2,719 

補助金収入 500 130 

特別利益合計 854 3,963 

特別損失    

固定資産除却損 762 2,238 

減損損失 90 － 

固定資産圧縮損 475 130 

特別損失合計 1,328 2,369 

税金等調整前四半期純利益 43,174 52,618 

法人税、住民税及び事業税 11,288 12,946 

法人税等調整額 2,267 1,308 

法人税等合計 13,555 14,255 

四半期純利益 29,619 38,363 

非支配株主に帰属する四半期純利益 3,605 4,491 

親会社株主に帰属する四半期純利益 26,014 33,871 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益 29,619 38,363 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 8,294 1,789 

繰延ヘッジ損益 △143 60 

為替換算調整勘定 11,884 △6,684 

退職給付に係る調整額 181 107 

持分法適用会社に対する持分相当額 979 △377 

その他の包括利益合計 21,196 △5,104 

四半期包括利益 50,816 33,258 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 44,713 30,474 

非支配株主に係る四半期包括利益 6,102 2,784 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

 
セルロー
ス事業 

有機合成
事業 

合成樹脂
事業 

火工品事
業 

計 

売上高                  

外部顧客への売

上高 
72,620 67,917 127,837 60,641 329,017 4,049 333,067 － 333,067 

セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

2,063 13,406 2 － 15,471 7,323 22,795 △22,795 － 

計 74,683 81,324 127,839 60,641 344,489 11,373 355,863 △22,795 333,067 

セグメント利益又

は損失(△) 
19,607 7,040 11,977 7,673 46,298 △53 46,245 △6,813 39,432 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、メンブレン事業及

び運輸倉庫業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△6,813百万円は、各報告セグメントに配分していない

全社費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない提出会社における基礎研

究及び管理部門等に係る費用であります。

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

 
セルロー
ス事業 

有機合成
事業 

合成樹脂
事業 

火工品事
業 

計 

売上高                  

外部顧客への売

上高 
81,052 61,884 123,931 70,575 337,444 4,697 342,142 － 342,142 

セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

1,730 10,731 12 － 12,474 7,468 19,943 △19,943 － 

計 82,783 72,615 123,944 70,575 349,918 12,166 362,085 △19,943 342,142 

セグメント利益又

は損失(△) 
23,492 8,436 15,208 10,200 57,337 △46 57,291 △7,902 49,388 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、メンブレン事業及

び運輸倉庫業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△7,902百万円は、各報告セグメントに配分していない

全社費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない提出会社における基礎研

究及び管理部門等に係る費用であります。

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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